
地方創生SDGs官民連携プラットフォーム　連携事例

取組概要

基本情報

取組内容

イギリスヘーゼルウッドスクールの生徒たち 滋賀県から参加した、豊郷小学校の生徒たち

東京・イギリス・滋賀の小学生を繋ぐ官民連携SDGs取組
東京都青山小学校・滋賀県豊郷小学校・イギリスHazelwood School　×　伊藤忠商事株式会社

ワークショップはJWAVE特別番組で紹介 東京からは青山小学校の生徒の皆様が参加

この取組で解決した課題

解決に向けた手法

コロナ禍において国内外共に地域を越えた交流が困難な状況の中、本企画は東京・イギリス・滋賀という異なる国・地域の小学生たちをオンラインで繋ぎ、各々の
SDGsに関わる取り組みを発表する中で、互いのSDGsに対する意識や日々の暮らし・文化の違いなどに触れてもらい、各地域で新たなSDGsに関わる取組に繋げて
もらうことを目的にしたもの。SDGsは世界共通の目的である為、未来を生きる子どもたちに、国境を越えてSDGsを考え、質の高い学びの機会を提供したい、そのこと
が持続可能な地域社会の実現に繋がるという思いから開催した。

港区立青山小学校（東京都）、豊郷町立豊郷小学校（滋賀県）、Hazelwood School（イギリス）の小学生グループが参加。テーマは「私たちの夢中な
SDGs」とし、三つの学校の生徒たちをオンラインで繋ぎ、各学校が17つあるSDGsのどの目標に取り組み、どんな活動をしているのかについて発表。バイリンガルでの司
会進行が可能なノイハウス萌菜、山中タイキさんをナビゲーターにお迎えし、それぞれの活動を対訳する形で進行。日本とイギリスでは勿論のこと、同じ日本でも東京と
滋賀県でそれぞれの地域に根差した異なるSDGsへの取り組みを行っていることへの気付き、また外国語に身近に触れ交流をすること自体も、今後の学生たちの未来
において、視野が広がる経験となった。

事業費

めざすSDGsゴール

東京・イギリス・滋賀という異なる国・地域の小学生たちをオンラインで繋ぎ、各々のSDGsに関わる取組を発表する中で、互いのSDGsに対する意識や暮らし・文化の違いなどに触れ、各地域で新
たなSDGsに関わる取組に繋げてもらうことを目的に開催。ワークショップは、参加した学生のみならずあらゆる地域の方に視聴頂き、気付きに繋がる様、J-WAVE特別番組内で紹介、
YouTube、Podcastにて配信。

事業化までの期間

東京都青山小学校・滋賀県豊郷小学校・イギリスHazelwood School

伊藤忠商事株式会社

J-WAVE

教育プログラム・学力向上／地域情報・行政情報発信／文化・コミュニテイ対策

3ヶ月

代表地方公共団体

代表民間団体

他の連携団体等

カテゴリ



取組詳細

担当者のコメント

優良事例応募項目

取組のポイント（3つの視点） ①地方創生SDGsの視点
コロナ禍において国内外共に地域を越えた交流が困難な状況の中、東京都青山という都会の中心で暮らす青山小学校の生徒たちと、滋賀県豊郷町という自然に
囲まれて暮らす豊郷小学校の生徒たち、そしてイギリスという国も文化も違う学校の生徒たちの交流を実現。それぞれの地域に根差した異なるSDGsへの取り組みを
行っていることへの気付きが各地域での新たな取り組みに繋がり、また外国語に身近に触れ交流をすること自体も、今後の学生たちの未来において、視野が広がる経
験となった。

②ステークホルダーとの連携
当社東京本社が位置する青山と、創業の地である滋賀県豊郷町、そして総合商社のネットワークを活かし海外の小学校を繋ぎ、次世代を担う子供達の教育、地
方創生に貢献したいという考えで開催。当社の地域貢献活動で取り組みのある港区立青山小学校に企画ご賛同頂き、また滋賀県豊郷町教育委員会にもご賛同
頂き豊郷町立豊郷小学校をご紹介、ご参加頂いた。また欧州駐在員経由でSDGsへの取組に注力しているHazelwood Schoolを紹介、ご参加頂いた。豊郷教
育委員会や近隣の学校を含めた教育機関でも当ワークショップをご視聴頂き、参加した学生のみならず、地域住民の方々、教育の場に携わる方々にも新たな気付
きを提供することが出来た。

③モデル性・波及性
ただのオンラインワークショップで終わらず、全国あらゆる方に今回の取り組みを知っていただける様J-WAVEでのラジオ配信、Youtubeでの動画配信を行った。また滋
賀県豊郷町教育委員会にて近隣の小学校でも視聴。参加した学生に限らず学びのきっかけを提供することが出来た。各学校では毎年SDGsに関わる取り組みを
行っている為今後も継続的に意見交換の場を創出、それぞれの地域で持続可能な社会の実現に繋がるきっかけを提供したい。

資金調達方法の補足

事業推進上の課題・工夫 各学校の取り組みを母国語で発表頂くため、バイリンガルでの司会進行が可能なノイハウス萌菜、山中タイキさんをナビゲーターとしてお迎えし、ワークショップを開催。
また、それぞれの活動内容をしっかり理解する為活動内容に関する説明を英訳・和訳したものを配布した。当日ワークショップに参加した学生だけでなく、他校の学生
を含めた全国幅広い方にもワークショップ内容を配信するべく、「次世代、そして子どもたちの未来」をテーマとした特別番組『J-WAVE SPECIAL ITOCHU
CHILDREN ARE THE FUTURE』内で紹介。当日の動画をYoutubeにて、音声データをPodcastより視聴できる形での収録を行った。

資金調達方法

当社東京本社が位置する青山と、創業の地である滋賀県豊郷町、そして総合商社のネットワークを活かし海外の小学校を繋ぎ、次世代を担う子供達の教育、地
方創生に貢献したいという考えで開催。当社の地域貢献活動で取り組みのある港区立青山小学校に企画ご賛同頂き、また滋賀県豊郷町教育委員会にもご賛同
頂き豊郷町立豊郷小学校をご紹介、ご参加頂いた。また欧州駐在員経由でSDGsへの取組に注力しているHazelwood Schoolを紹介、ご参加頂いた。

SDGsへの貢献及び地域貢献の為、自社予算より調達。

事業推進上の各団体の役割分担

地域関係者との連携方法


